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動
を
展
開
し
、
冷
害
を
克
服
す
る
た
め
の
稲
作
指
導
、
黒
川
能
の
発
掘
な
ど
、

農
業
・
文
化
の
分
野
で
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
（
１
）
。

真
壁
仁
の
影
響
力
は
、
一
地
方
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
詩
人
と
し
て
全
国
的
に

高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
代
表
作
「
峠
」（
一
九
五
八
年
）
は
、
一
九
六
九
（
昭

和
四
十
四
）
年
か
ら
、
中
学
校
国
語
教
科
書
の
定
番
教
材
と
し
て
使
わ
れ
て
き

た
（
２
）

。
多
く
の
日
本
人
が
知
っ
て
い
る
の
は
、
教
科
書
の
名
詩
「
峠
」
の
作
者
と

し
て
の
真
壁
仁
で
あ
る
。
詩
「
峠
」
に
お
い
て
、
峠
は
人
生
の
節
目
の
象
徴
で

あ
る
。
山
を
越
え
て
ゆ
く
旅
人
は
、峠
を
過
ぎ
る
と
、も
う
こ
ち
ら
側
に
は
戻
っ

て
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
決
断
と
決
別
の
思
い
が
、
詩
の
冒
頭
部
分
に

託
さ
れ
て
い
る
。

峠
は
決
定
を
し
い
る
と
こ
ろ
だ
。

峠
に
は
訣
別
の
た
め
の
あ
か
る
い
憂
愁
が
な
が
れ
て
い
る
。

峠
路
を
の
ぼ
り
つ
め
た
も
の
は

一
、
詩
人
真
壁
仁
に
つ
い
て

詩
人
真ま

壁か
べ

仁じ
ん

（
一
九
〇
七
〜
一
九
八
四
）
は
、
戦
後
の
東
北
を
代
表
す
る

文
化
人
の
一
人
で
あ
る
。「
野
の
思
想
家
」
と
も
称
さ
れ
、
一
九
八
五
（
昭
和

六
十
）
年
に
創
設
さ
れ
た
「
真
壁
仁
・
野
の
文
化
賞
」
は
、
山
形
県
内
在
住
者

の
出
版
物
に
贈
ら
れ
る
歴
史
あ
る
賞
と
な
っ
て
い
る
。
本
論
文
は
、
こ
の
真
壁

仁
と
北
朝
鮮
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

明
治
末
期
に
山
形
の
自
作
農
の
家
に
生
ま
れ
た
真
壁
仁
は
、
民
衆
詩
派
の

詩
人
白し
ろ
と
り鳥
省せ

い

吾ご

（
一
八
九
〇
〜
一
九
七
三
）
や
福ふ

く

田だ

正ま
さ

夫お

（
一
八
九
三
〜

一
九
五
二
）
に
傾
倒
し
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
詩
を
読
み
ふ
け
っ
た
。
ま
た
、
上

京
し
て
高
村
光
太
郎
（
一
八
八
三
〜
一
九
五
六
）
を
訪
問
し
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
師
と
仰
い
だ
。
い
わ
ば
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
時
代
の
、
典
型
的
な

地
方
文
学
青
年
で
あ
っ
た
。
一
方
真
壁
仁
は
、
早
く
か
ら
社
会
意
識
に
目
覚
め

た
こ
と
で
、
警
察
の
監
視
対
象
と
な
る
。
戦
後
は
山
形
の
風
土
に
根
差
し
た
活

詩
人
真
壁
仁
と
北
朝
鮮

西
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受
け
た
。
金
日
成
（
一
九
一
二
〜
一
九
九
四
）
首
相
の
還
暦
の
祝
賀
行
事
に
招

か
れ
た
の
で
あ
る
。
一
行
は
三
月
二
十
七
日
に
羽
田
を
発
ち
、
モ
ス
ク
ワ
経
由

で
平
壌
に
入
っ
た
（
４
）

。

山
形
農
民
文
学
懇
話
会
が
発
行
す
る
雑
誌
『
地
下
水
』
第
十
四
号
に
、
真
壁

仁
は
詩
「
ペ
ク
ト
ゥ
の
峰
（
５
）

」
を
発
表
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
の
政
治
宣
伝
に
添
っ

た
形
で
金
日
成
を
礼
讃
し
た
、
四
十
数
行
の
「
作
品
」
で
あ
る
。
詩
人
は
、
金

日
成
を
崇
高
な
ペ
ク
ト
ゥ
の
峰
（
白
頭
山
）
に
重
ね
合
わ
せ
、
親
愛
の
情
を
こ

め
て
「
あ
な
た
」
と
呼
び
か
け
つ
つ
、
そ
の
生
涯
の
業
績
を
称
賛
し
て
ゆ
く
。

パ
ル
チ
ザ
ン
と
し
て
の
断
固
た
る
戦
い
や
、
工
場
や
農
村
で
の
慈
愛
に
満
ち
た

指
導
に
つ
い
て
語
っ
た
後
、
詩
の
語
り
手
は
北
朝
鮮
の
独
裁
者
の
人
格
を
こ
う

褒
め
た
た
え
る
。「
あ
な
た
の
目
は
や
さ
し
く
う
る
み
／
あ
な
た
の
口
は
勇
気

と
決
断
に
結
ば
れ
る
」。
そ
し
て
、
詩
「
ペ
ク
ト
ゥ
の
峰
」
の
末
尾
は
、
次
の

よ
う
に
終
っ
て
い
る
。

白ペ
ク
ト
ゥ頭

の
峰
は
雪
に
か
が
や
き

清せ
い
れ
つ冽
な
白
銀
の
眉
を

三
千
里
江
山
に
め
ぐ
ら
し
て
い
る

私
は
見
る

あ
れ
が
あ
な
た
の
顔
だ

深
い
ひ
だ
と
ひ
ろ
い
裾
野
の
ひ
ろ
が
り
に
よ
っ
て
高
く

そ
し
て
き
ら
め
く
精
神
の
永
遠
の
若
さ
を

の
し
か
か
っ
て
く
る
天て
ん
ぺ
き碧

に
身
を
さ
ら
し

や
が
て
そ
れ
を
背
に
す
る
（
３
）

。

中
学
校
の
生
徒
で
も
、「
峠
」
を
卒
業
や
転
居
な
ど
の
人
生
の
大
切
な
瞬
間

に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
比
較
的
容
易
に
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
詩
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
。

た
と
え
行
手
が
き
ま
っ
て
い
て
も

ひ
と
は
そ
こ
で

ひ
と
つ
の
世
界
に
わ
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
の
お
も
い
を
う
ず
め
る
た
め

た
び
び
と
は
ゆ
っ
く
り
小
便
を
し
た
り

摘
み
く
さ
を
し
た
り

た
ば
こ
を
く
ゆ
ら
し
た
り
し
て

見
え
る
か
ぎ
り
の
風
景
を
眼
に
お
さ
め
る
。

少
年
少
女
に
も
わ
か
り
や
す
い
名
詩
で
あ
る
。
高
い
理
想
を
追
求
し
た
真
壁
仁

の
思
い
が
、
峠
の
空
間
的
高
さ
と
響
き
合
っ
て
い
る
。

二
、
真
壁
仁
の
北
朝
鮮
招
待
旅
行

真
壁
仁
は
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
に
北
朝
鮮
か
ら
特
別
な
招
待
を
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家
に
み
ご
と
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
冷
徹
な
知
性
を
欠
い
た
素
朴
な
善
意
や
、

貧
し
い
者
を
無
条
件
に
善
と
す
る
単
純
な
正
義
感
が
、
結
果
的
に
誤
っ
た
判
断

を
も
た
ら
し
た
と
言
え
よ
う
。
無
知
で
あ
る
こ
と
の
罪
深
さ
で
あ
る
。

北
朝
鮮
招
待
旅
行
か
ら
帰
国
し
た
真
壁
仁
は
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）

年
五
月
二
十
二
日
か
ら
『
山
形
新
聞
』
に
「
チ
ョ
ソ
ン
の
旅
」
と
い
う
旅
行
記

を
連
載
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
今
と
な
っ
て
は
滑
稽
な
く
ら
い
称
賛
一
辺

倒
で
あ
る
。
こ
の
詩
人
に
よ
れ
ば
、「
共
和
国
に
は
警
察
と
い
う
も
の
が
な
い
。

放
火
、
盗
み
、
詐
偽
、
殺
人
な
ど
と
い
う
犯
罪
は
な
い
し
、
非
行
、
交
通
事
故
、

火
事
も
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
新
聞
の
社
会
面
の
記
事
は
ゼ
ロ

な
の
だ
（
６
）

」
と
い
う
の
だ
。

空
港
の
町
の
婦
人
た
ち
や
小
学
生
が
長
い
列
を
つ
く
っ
て
小
花
を
は
げ
し

く
振
っ
て
く
れ
る
。
マ
ン
セ
イ
を
叫
ん
で
い
る
女
性
た
ち
の
真
剣
な
顔
を

見
る
と
、
お
義
理
や
形
式
で
迎
え
て
い
る
の
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ぼ

く
ら
は
こ
の
国
に
滞
在
中
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
連
帯
の
熱
気
を
電
流
の
よ

う
に
吹
き
か
け
る
歓
迎
の
波
に
も
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
た

（
７
）

。

北
朝
鮮
お
な
じ
み
の
、
人
民
動
員
に
よ
る
大
歓
迎
に
、
真
壁
仁
は
も
の
の
み

ご
と
に
欺
か
れ
て
い
る
。
無
知
で
あ
る
こ
と
の
罪
深
さ
を
、
改
め
て
思
わ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

こ
れ
が
、
教
科
書
の
名
詩
「
峠
」
で
全
国
の
純
真
な
中
学
生
た
ち
に
そ
の
名

を
知
ら
れ
て
い
る
、あ
の
真
壁
仁
の
作
品
な
の
で
あ
る
。
素
朴
な
農
民
詩
人
の
、

思
い
も
か
け
な
い
一
面
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、「
峠
」
と
「
ペ
ク
ト
ゥ
の
峰
」

の
両
詩
に
は
、
文
学
作
品
と
し
て
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
ど
う
や
ら
真
壁
仁

は
、
峠
や
峰
の
よ
う
な
、
山
の
高
い
場
所
が
好
き
な
よ
う
だ
。
金
日
成
の
生
き

方
に
深
く
共
感
し
て
い
た
詩
人
が
、朝
鮮
民
族
を
象
徴
す
る
「
ペ
ク
ト
ゥ
の
峰
」

を
題
材
に
し
た
の
は
、
山
や
峠
に
崇
高
さ
を
見
る
こ
の
文
学
者
の
志
向
を
反
映

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
善
良
な
山
形
の
農
民
詩
人
真
壁
仁
は
、
現
地
を
訪
れ
、
自

ら
の
眼
で
こ
の
監
獄
の
よ
う
な
国
家
を
観
察
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し

て
冷
静
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
北
朝
鮮
の

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
容
易
に
騙
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

真
壁
仁
は
、
共
産
国
家
の
実
態
を
理
解
し
た
上
で
、
確
信
犯
的
に
北
朝
鮮

を
支
持
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
な
る
ほ
ど
確
か
に
、
彼
は
親
北
朝
鮮
派
で
は

あ
っ
た
。
早
く
も
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
九
月
に
は
、
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
創
建
十
九
周
年
祝
賀
会
に
参
加
し
て
お
り
、
一
九
七
三
年
八
月
に

も
、
わ
ざ
わ
ざ
上
京
し
て
マ
ン
ス
デ
芸
術
団
の
歓
迎
会
に
出
席
し
て
い
る
。
し

か
し
詩
人
は
、
北
朝
鮮
に
つ
な
が
る
組
織
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
利
益
を
得

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
仮
に
真
壁
仁
が
北
朝
鮮
の
人
権
抑
圧
の
実
情
を
十
分

に
知
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
お
そ
ら
く
金
日
成
を
礼
讃
す
る
詩
な
ど
発
表
し
な

か
っ
た
に
違
い
な
い
。
彼
は
、
北
朝
鮮
の
対
日
宣
伝
工
作
に
欺
か
れ
、
独
裁
国
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二
人
の
訪
朝
時
期
に
十
年
以
上
の
隔
た
り
が
あ
る
た
め
、
単
純
な
比
較
は
で
き

な
い
が
、『
三
八
度
線
の
北
』
は
、
北
朝
鮮
社
会
の
遅
れ
た
面
に
も
目
を
配
っ

て
い
る
。
ホ
テ
ル
の
質
は
低
く
、
コ
ッ
プ
は
歪
ん
で
お
り
、
日
用
品
は
み
な
お

粗
末
で
、
消
費
生
活
は
貧
し
い
と
、
率
直
に
述
べ
て
い
る
（
９
）

。

北
朝
鮮
に
好
意
的
な
本
と
し
て
、
他
に
日
本
人
記
者
の
訪
朝
レ
ポ
ー
ト
『
北

朝
鮮
の
記
録
』（
新
読
書
社
、
一
九
六
〇
年
）
が
あ
る
。
読
売
、
産
経
、
毎
日
、

共
同
通
信
の
新
聞
記
者
た
ち
に
よ
る
十
本
の
文
章
は
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
、
こ

の
独
裁
国
家
が
未
来
に
向
か
っ
て
力
強
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
疑
っ
て
い
な

い
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
国
の
遅
れ
た
実
態
に
は
き
ち
ん
と
目
を
向
け
、
生
活
水

準
の
低
さ
や
不
衛
生
さ
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
真
壁
仁
の
紀
行
文
「
チ
ョ
ソ
ン
の
旅
」
は
、
北
朝
鮮
の
宣
伝
を

鵜う

の呑
み
に
し
、そ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
反
復
す
る
拡
声
器
と
化
し
て
い
る
。「
人

民
が
キ
ム
イ
ル
ソ
ン
首
相
を
熱
烈
に
慕
っ
て
い
る
」「
い
つ
も
大
衆
の
中
に
い

る
政
治
家）

10
（

」
な
ど
と
述
べ
、
手
放
し
で
こ
の
独
裁
者
を
称
賛
し
て
い
る
。
紀
行

文
の
中
に
は
、
疑
念
の
片
鱗
す
ら
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
く
ら
無
知

で
あ
っ
た
と
は
言
え
、
真
壁
仁
を
北
朝
鮮
に
騙
さ
れ
た
純
粋
な
被
害
者
と
見
な

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
彼
の
発
表
し
た
詩
や
旅
行
記
が
、
日
本
の
言

論
界
で
一
定
の
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
詩
人
の
素
朴
さ
や

善
意
だ
け
を
評
価
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

三
、
北
朝
鮮
礼
讃
本
と
の
比
較

寺
尾
五
郎
と
い
う
人
物
の
書
い
た
『
三
八
度
線
の
北
』（
新
日
本
出
版
社
、

一
九
五
九
年
）
と
い
う
本
が
あ
る
。
北
朝
鮮
礼
讃
本
の
代
表
格
と
さ
れ
る
一
冊

で
、
出
版
当
時
は
非
常
に
良
く
売
れ
た
よ
う
だ
。
北
朝
鮮
の
明
る
い
未
来
展
望

を
語
っ
た
こ
の
書
籍
は
、
在
日
コ
リ
ア
ン
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
れ

を
読
ん
で
北
朝
鮮
へ
の
「
帰
国
」
を
決
め
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。『
三
八

度
線
の
北
』
出
版
翌
年
の
一
九
六
〇
（
昭
和
三
十
五
）
年
、
北
朝
鮮
を
訪
問
し

た
関せ
き

貴た
か

星し

は
、
列
車
の
中
で
次
の
よ
う
な
場
面
を
目
撃
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
一
行
が
清
チ
ョ
ン

津ジ
ン

に
む
か
う
車
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
行
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
寺
尾
五
郎
氏
が
、
三
人
ば
か
り
の
青
年
に
つ
か
ま
り
、
激
し

い
口
調
で
抗
議
さ
れ
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
。
青
年
た
ち
の
言
い
分
を
要

約
す
る
と「
僕
た
ち
は
あ
な
た
の
著
書
を
読
み
、信
用
し
て
こ
の
国
に
や
っ

て
き
た
ん
だ
。
北
朝
鮮
の
事
情
は
、
あ
な
た
が
書
い
た
の
と
全
然
反
対

で
は
な
い
か
。
だ
ま
さ
れ
て
一
生
棒
に
ふ
っ
た
僕
た
ち
を
ど
う
し
て
く
れ

る
…
…
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（
８
）

。

興
味
深
い
こ
と
に
、
北
朝
鮮
礼
賛
本
『
三
八
度
線
の
北
』
と
、
詩
人
真
壁
仁

の
「
チ
ョ
ソ
ン
の
旅
」
を
読
み
比
べ
て
み
る
と
、
悪
評
紛
々
た
る
寺
尾
五
郎
の

著
作
の
方
が
、
真
壁
仁
の
旅
行
記
よ
り
も
、
よ
ほ
ど
ま
と
も
で
客
観
的
で
あ
る
。
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の
と
も
し
び
」と
題
さ
れ
て
い
る
。そ
の
末
尾
は
、次
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。

わ
た
し
は
思
う

金
日
成
首
相
は

地
球
上
の

と
も
し
び

い
ま
地
球
ぢ
ゅ
う
に
光
り
を
投
げ
る

民
主
主
義
の
偉
大
な
指
導
者
と）

12
（

こ
の
金
日
成
讃
美
の
詩
を
書
い
た
江
間
章
子
は
、「
夏
が
く
れ
ば
思
い
だ
す 

は
る
か
な
尾
瀬
遠
い
空
」
で
始
ま
る
名
曲
「
夏
の
思
い
出
」（
一
九
四
九
年
）

の
作
詞
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
一
方
、
真
壁
仁
は
、
金
日
成

礼
讃
詩
「
ペ
ク
ト
ゥ
の
峰
」
を
、
こ
の
『
万
寿
無
疆
』
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

詩
の
初
出
と
再
録
を
比
べ
て
み
る
と
、
真
壁
仁
が
訪
朝
の
「
成
果
」
を
作
品
に

取
り
入
れ
、
推
敲
を
重
ね
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
雑
誌
『
地
下
水
』
掲
載
の

詩
は
、
北
朝
鮮
訪
問
直
前
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
帰
国
後
に
改
稿
さ
れ
た

「
ペ
ク
ト
ゥ
の
峰
」
に
は
、「
ポ
チ
ョ
ン
ボ
」「
玉オ
ク
ド
ン洞
里リ

」「
李リ

桂ゲ

山サ
ン

」
と
い
っ
た

地
名
が
見
ら
れ
る
。「
作
品
」
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
言
葉
の
彫
琢
に
励
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
。

独
裁
者
金
日
成
の
還
暦
祝
賀
詩
歌
集
『
万
寿
無
疆
』
が
発
行
さ
れ
た

一
九
七
二
年
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
事
件
が
続
々
と
発
生
す
る
数
年

四
、
金
日
成
礼
讃
本
『
万
寿
無
疆
』

『
万ま

ん
じ
ゅ寿

無む

疆き
ょ
う』（

朝
鮮
画
報
社
、
一
九
七
二
年
）
と
題
さ
れ
た
本
が
あ
る
。
真

赤
な
表
紙
に
は
、「
金
日
成
首
相
の
誕
生
六
十
周
年
を
祝
う
」
と
い
う
金
文
字

の
副
題
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
金
日
成
を
礼
讃
し
た
日
本
人
文
学
者
の
短
歌
や

詩
を
収
め
た
一
冊
で
、
詩
人
真
壁
仁
が
訪
朝
し
た
の
と
同
年
の
一
九
七
二
（
昭

和
四
十
七
）
年
に
、
上
野
の
朝
鮮
画
報
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
編
者
は
歌
人
の

結ゆ
う

城き

哀あ
い
そ
う草

果か

（
一
八
九
三
〜
一
九
七
四
）。
真
壁
仁
と
同
じ
く
山
形
の
人
物
で
、

斎
藤
茂
吉
（
一
八
八
二
〜
一
九
五
三
）
に
師
事
し
、『
ア
ラ
ラ
ギ
』
で
活
躍
し

た
。
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
歌
人
・
詩
人
の
う
ち
、
比
較
的
名
が
知
ら
れ

て
い
る
の
は
、
歌
人
結
城
哀
草
果
の
ほ
か
、
詩
人
江え

ま間
章

し
ょ
う

子こ

（
一
九
一
三
〜

二
〇
〇
五
）、
そ
し
て
真
壁
仁
の
三
人
で
あ
る
。

世
界
平
和
の
為た

め
六
十
年
前
昇
り
し
太
陽
常と

こ

若
く
今
朝
も
輝
く
金
日
成
首
相

金
日
成
首
相
の
還
暦
よ
ろ
こ
ぶ
歌
合
唱
が
世
界
の
山
河
大
き
く
ゆ
す
ぶ
る

生
涯
に
一
度
ま
み
え
て
首
相
の
人
間
電
波
ま
と
も
に
受
け
た
き）

11
（

こ
れ
ら
は
全
て
、
結
城
哀
草
果
の
短
歌
で
あ
る
。「
世
界
平
和
」
と
い
う
美
し

い
言
葉
を
独
裁
者
讃
美
に
使
っ
た
こ
の
ア
ラ
ラ
ギ
派
歌
人
は
、
金
日
成
の
「
人

間
電
波
」
を
浴
び
た
い
と
い
う
。
ま
さ
に
、
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
を
拝
む
崇
拝

者
の
姿
勢
で
あ
る
。
一
方
、
江
間
章
子
の
詩
は
、「
金
日
成
首
相
は
地
球
の
上
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問
団
に
加
わ
っ
て
自
分
自
身
の
目
で
北
朝
鮮
を
見
て
い
る
。
こ
の
経
験
に
基
づ

い
て
『
楽
園
の
夢
破
れ
て
』
を
出
版
し
、
独
裁
国
家
北
朝
鮮
の
欺
瞞
性
を
批
判

し
た
。
真
壁
仁
は
、
北
朝
鮮
の
実
態
を
語
っ
た
こ
の
よ
う
な
文
献
に
接
す
る
こ

と
も
可
能
な
状
況
に
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
真
壁
仁
が
金
日
成
首
相
還
暦
の
祝
賀
に
招
待
さ
れ
た
一
九
七
二

（
昭
和
四
十
七
）
年
に
は
、
同
じ
共
産
圏
で
あ
る
ソ
連
や
東
欧
の
実
態
に
即

し
た
旅
行
記
が
既
に
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
埴は
に

谷や

雄ゆ

高た
か

（
一
九
一
〇
〜
九
七
）
の
『
姿
な
き
司
祭

―
ソ
聯
東
欧
紀
行
』（
河
出
書
房
新

社
、
一
九
七
〇
年
）
で
あ
る
。
共
産
国
に
対
し
て
最
低
限
の
疑
問
意
識
を
持
っ

て
い
れ
ば
、
真
壁
仁
が
こ
れ
ら
の
情
報
に
接
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。

人
間
は
、
自
分
の
世
界
観
に
合
っ
た
情
報
ば
か
り
を
選
択
し
、
自
ら
の
価
値

観
に
反
す
る
言
論
を
無
意
識
の
う
ち
に
遠
ざ
け
て
し
ま
う
。
農
民
に
限
り
な
い

愛
着
を
持
っ
て
い
た
真
壁
仁
が
、
共
産
国
家
に
関
す
る
否
定
的
情
報
を
無
視

し
た
と
し
て
も
、
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
真
壁
仁
は

よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
に
対
す
る
北
朝
鮮
の
対
応
に
す
ら
肯
定
的
だ
っ
た
。

「
チ
ョ
ソ
ン
は
あ
の
と
き
飛
行
機
は
日
本
に
返
し
、「
招
き
も
し
な
い
客
」
だ
っ

た
学
生
を
あ
ず
か
っ
た）

13
（

」
と
好
意
的
に
述
べ
て
い
る
。

六
、
植
民
地
支
配
へ
の
反
省
と
真
壁
仁
の
北
朝
鮮
観

真
壁
仁
の
「
チ
ョ
ソ
ン
の
旅
」
で
は
、
日
本
人
の
「
朝
鮮
の
人
々
に
た
い
す

る
抜
き
が
た
い
蔑
視
の
思
想
」
や
「
侵
略
」
へ
の
反
省
が
述
べ
ら
れ
て
い
る）

14
（

。

前
に
あ
た
る
。
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
が
拉
致
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七
七
（
昭
和

五
十
二
）
年
十
一
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
の
日
本
に
は
、
朝
鮮
総

連
系
の
活
動
家
の
み
な
ら
ず
、
真
壁
仁
の
よ
う
な
日
本
人
協
力
者
が
多
く
存
在

し
、
北
朝
鮮
に
よ
る
対
日
世
論
工
作
を
容
易
な
も
の
に
し
て
い
た
。
拉
致
事
件

を
可
能
に
し
て
し
ま
う
雰
囲
気
が
、
日
本
国
内
に
蔓
延
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う

な
環
境
を
作
っ
た
責
任
の
一
端
は
、
親
北
朝
鮮
派
の
文
化
人
に
も
あ
っ
た
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

五
、
北
朝
鮮
の
実
情
に
関
す
る
情
報

本
国
の
意
向
を
受
け
た
朝
鮮
総
連
が
、
北
朝
鮮
を
「
地
上
の
楽
園
」
と
宣

伝
し
始
め
た
の
は
、
一
九
五
八
（
昭
和
三
十
三
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
翌

一
九
五
九
年
か
ら
一
九
八
四
年
ま
で
続
い
た
北
朝
鮮
帰
国
事
業
に
お
け
る
、
在

日
コ
リ
ア
ン
帰
国
者
獲
得
の
た
め
だ
っ
た
。
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
も
こ
れ
に
呼
応

し
、
一
九
七
〇
年
代
を
通
じ
て
好
意
的
な
報
道
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
菊
池
嘉よ
し
あ
き晃

著
『
北
朝
鮮
帰
国
事
業
』（
中
公
新
書
、

二
〇
〇
九
年
）
に
よ
れ
ば
、「
地
上
の
楽
園
」
北
朝
鮮
の
悲
惨
な
現
状
は
、
早

く
も
一
九
六
一
年
に
は
雑
誌
に
伝
え
ら
れ
始
め
て
い
た
。
人
民
を
抑
圧
す
る
独

裁
国
家
の
現
状
を
伝
え
る
本
、
関せ
き

貴た
か

星し

『
楽
園
の
夢
破
れ
て

―
北
朝
鮮
の
真

相
』（
全
貌
社
）
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
関
貴

星
は
、
元
の
名
を
呉
貴
星
と
い
う
朝
鮮
総
連
の
元
幹
部
で
、
養
子
縁
組
を
し
て

日
本
国
籍
を
取
得
し
た
。
真
壁
仁
の
訪
朝
よ
り
十
二
年
早
い
一
九
六
〇
年
、
訪
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の
真
実
と
言
え
る
。
こ
の
問
題
は
、
今
日
に
ま
で
も
及
ん
で
い
る
。
農
民
の
生

活
向
上
に
腐
心
す
る
真
壁
仁
は
、
社
会
的
弱
者
に
共
感
的
な
日
本
人
が
陥
り
が

ち
な
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
社
会
主
義
国
に
対
す
る
幻
想

で
あ
り
、
憧
れ
で
あ
る
。

北
朝
鮮
を
讃
美
し
た
文
学
者
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
参
考
に
な
る
文
章

が
あ
る
。
詩
人
た
ち
の
戦
争
協
力
を
糾
弾
し
た
、
吉よ
し
も
と本

隆た
か
あ
き明

（
一
九
二
四
〜

二
〇
一
二
）
の
「
前
世
代
の
詩
人
た
ち）

16
（

」
で
あ
る
。
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）

年
に
発
表
さ
れ
た
こ
の
文
章
で
、
吉
本
隆
明
が
攻
撃
の
対
象
と
し
た
の
は
、
ア

ナ
キ
ス
ト
の
壺つ
ぼ

井い

繁し
げ

治じ

（
一
八
九
七
〜
一
九
七
五
）
や
岡お

か
も
と本
潤じ

ゅ
ん（
一
九
〇
一
〜

七
八
）
で
あ
っ
た
。

「
大
東
亜
戦
争
」
礼
讃
の
先
頭
に
立
ち
、
敗
戦
後
は
そ
れ
を
深
く
反
省
し
た

愛
国
詩
人
高
村
光
太
郎
と
は
異
な
り
、
戦
後
の
壺
井
繁
治
や
岡
本
潤
は
、
あ
た

か
も
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
自
分
た
ち
が
反
戦
を
貫
き
通
し
た
か
の
よ
う
に
ふ

る
ま
っ
た
。
こ
の
矛
盾
を
、
吉
本
隆
明
が
突
い
た
の
で
あ
る
。
戦
争
詩
を
書
い

た
こ
と
そ
の
も
の
よ
り
も
、
二
人
の
ア
ナ
キ
ス
ト
詩
人
が
そ
の
事
実
に
誠
実
に

向
き
合
わ
ず
、
ほ
っ
か
む
り
し
よ
う
と
し
た
点
に
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

吉
本
隆
明
の
「
前
世
代
の
詩
人
た
ち
」
は
、
詩
人
た
ち
の
戦
争
協
力
を
検
証

す
る
重
要
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
あ
ま
り
に
も
「
正
義
感
」

に
満
ち
た
追
及
の
姿
勢
に
、
あ
る
種
の
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
吉
本
隆
明
が
攻
撃
対
象
と
し
た
壺
井
繁
治
や
岡
本
潤
は
、
ど
う
見

て
も
愛
国
主
義
者
と
は
言
え
な
い
。
反
体
制
的
人
物
が
書
い
た
わ
ず
か
な
数
の

も
ち
ろ
ん
こ
の
主
張
に
は
一
理
あ
る
が
、
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
反
省
が
、
北

朝
鮮
を
見
る
目
を
完
全
に
曇
ら
せ
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
先
に

言
及
し
た
日
本
人
記
者
の
訪
朝
レ
ポ
ー
ト
『
北
朝
鮮
の
記
録
』（
新
読
書
社
、

一
九
六
〇
年
）
で
は
、
偏
見
へ
の
反
省
が
、
そ
の
ま
ま
北
朝
鮮
観
の
歪
み
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
共
同
通
信
社
の
村
岡
博
人
に
よ
れ
ば
、
こ
の
北
朝
鮮

讃
美
本
を
批
判
す
る
よ
う
な
連
中
は
、「
植
民
支
配
の
手
段
と
し
て
、
支
配
者

か
ら
教
え
込
ま
れ
て
き
た
」「
朝
鮮
人
に
対
す
る
〝
さ
げ
す
み
〞」
と
い
う
「
偏

見
や
差
別
感
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
」
者
た
ち
で
あ
る
と
い
う
。「
五
社
七
人
が

そ
ろ
っ
て
朝
鮮
の
こ
と
を
ほ
め
る
の
は
ど
う
い
う
わ
け
だ
」「
御
馳
走
に
な
っ

て
洗
脳
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
」「
も
う
す
こ
し
悪
口
も
書
い
た
方
が
君
の

た
め
だ
ぞ
」
と
い
っ
た
よ
う
な
非
難
は
、非
難
す
る
側
の
「
偏
見
の
裏
が
え
し
」

な
の
だ
と
い
う）

15
（

。こ
の
論
理
に
よ
れ
ば
、朝
鮮
へ
の
偏
見
を
持
た
な
い「
正
し
い
」

日
本
人
は
、
北
朝
鮮
を
素
直
に
讃
美
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
北
朝

鮮
に
対
す
る
否
定
的
意
見
は
、
み
な
日
本
人
の
朝
鮮
人
蔑
視
に
基
づ
く
も
の
だ

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

植
民
地
支
配
や
、
い
わ
ゆ
る
「
大
東
亜
戦
争
」
を
否
定
的
に
評
価
す
る
の
は

当
然
だ
が
、
そ
れ
が
た
だ
ち
に
北
朝
鮮
や
韓
国
や
チ
ャ
イ
ナ
へ
の
全
面
肯
定
に

は
つ
な
が
ら
な
い
道
理
で
あ
る
。
戦
後
の
日
本
人
の
多
く
が
、
結
果
と
し
て
こ

れ
ら
の
国
々
に
対
し
て
及
び
腰
に
な
り
、
言
う
べ
き
こ
と
を
言
わ
な
い
誤
っ
た

遠
慮
や
、
悪
い
面
を
無
意
識
に
看
過
す
る
結
果
を
生
ん
だ
こ
と
も
ま
た
、
一
面
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だ
ろ
う
か
。
真
壁
仁
は
、
戦
前
特
高
警
察
に
監
視
さ
れ
、
一
九
四
〇
（
昭
和

十
五
）
年
二
月
に
は
、
山
形
警
察
署
に
検
挙
さ
れ
て
い
る
。
政
治
権
力
に
対
し

警
戒
心
を
持
た
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
の
こ
の
詩
人
が
、
北
朝
鮮
の
圧

倒
的
な
力
を
持
つ
独
裁
者
を
前
に
し
て
、
猫
の
よ
う
に
従
順
で
、
疑
問
の
一
つ

す
ら
抱
か
な
か
っ
た
の
は
い
っ
た
い
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

共
産
主
義
国
の
政
治
宣
伝
を
鵜う

の呑
み
に
し
た
知
識
人
に
つ
い
て
論
じ
る
際
、正

義
を
振
り
か
ざ
し
た
吉
本
隆
明
流
の
一
方
的
な
断
罪
は
、問
題
の
本
質
を
は
ず
し

て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。道
徳
的
善
悪
の
観
点
だ
け
で
は
、ま
た
、左
右
の
政
治

的
立
場
の
二
項
対
立
の
み
で
は
、こ
の
問
い
に
適
切
に
答
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

戦
後
日
本
人
の
チ
ャ
イ
ナ
観
・
朝
鮮
観
に
、
大
陸
と
島
国
と
の
伝
統
的
な
地

政
学
的
思
考
の
枠
組
み
が
、
無
意
識
裡
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
を
遥
か
古
代
ま
で
遡
さ
か
の
ぼら

な
い
と
見
え
て
こ
な

い
も
の
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
江
戸
時
代
の
朱
子
学
者
的
な
知
の

あ
り
方
が
、
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
唐
土

を
聖
人
君
子
の
国
と
崇
め
、
非
現
実
的
な
理
想
論
だ
け
を
語
り
続
け
る
こ
と
で

出
世
し
た
朱
子
学
者
の
遺
伝
子
が
、「
進
歩
的
」
文
化
人
に
も
秘
か
に
引
き
継

が
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
ら
の
様
々
な
政
治
・
文
化
の
力
学
が

多
層
的
に
働
い
た
結
果
の
一
例
と
し
て
、
た
と
え
ば
真
壁
仁
の
金
日
成
礼
讃
詩

「
ペ
ク
ト
ゥ
の
峰
」
を
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
新
鮮
な
知
見
や
視
野
が
開
け
て

く
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
も
、
戦
後
の
「
進
歩
的
」
文
化
人
の
言
動

の
丁
寧
な
検
証
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

戦
争
協
力
詩
を
見
つ
け
出
し
、
鬼
の
首
を
取
っ
た
か
の
よ
う
に
騒
ぎ
立
て
る
の

は
、
問
題
の
本
質
を
は
ず
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
切
な
の
は
、
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
筋
金
入
り
の
反
政
府
的
文
学
者
で
す
ら
、
戦
争
詩
を
書
く
こ
と
に

な
っ
た
の
か
。
そ
の
力
学
の
解
明
こ
そ
が
議
論
の
核
心
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
都
合
の
悪
い
過
去
の
事
実
は
、
葬
り
去
る
の
で
は
な
く
、
正
面

か
ら
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
。
詩
人
真
壁
仁
は
、
あ
る
時
代
の
雰
囲
気
の
中

で
、
独
裁
者
金
日
成
を
礼
讃
し
た
。
私
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
問
題
含
み
の
作
品

に
も
、
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど
山
形

の
農
民
詩
人
真
壁
仁
が
、
貧
し
い
百
姓
へ
の
善
意
に
満
ち
て
い
た
こ
と
は
疑
い

な
い
。
一
方
で
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
人
々
へ
の
同
情
や
共
感
が
、
共
産
主

義
国
に
対
す
る
客
観
的
な
判
断
を
妨
げ
た
と
い
う
冷
厳
た
る
現
実
を
直
視
す
る

こ
と
も
ま
た
大
切
で
あ
る
。「
地
獄
へ
の
道
は
善
意
で
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
詩
人
が
陥
っ
た
北
朝
鮮
讃
美
の
実
態
を
見
る
時
、
こ
の

言
葉
が
新
た
な
意
味
を
帯
び
て
く
る
。
貧
困
や
差
別
や
弱
者
へ
の
過
剰
な
共
感

は
、
時
と
し
て
誤
っ
た
判
断
を
生
む
こ
と
が
あ
る
。
真
壁
仁
の
金
日
成
礼
讃
の

詩
「
ペ
ク
ト
ゥ
の
峰
」
は
、
私
た
ち
に
多
く
の
教
訓
を
与
え
て
く
れ
る
貴
重
な

負
の
文
学
遺
産
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

七
、
真
壁
仁
の
言
動
が
問
い
か
け
る
も
の

な
ぜ
、
権
力
の
あ
り
か
た
に
敏
感
な
は
ず
の
左
翼
的
な
詩
人
が
、
ど
う
し
て

こ
う
も
や
す
や
す
と
共
産
国
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
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注（
１
）
佐
藤
治
助
・
斎
藤
た
き
ち
「
年
譜
」、『
真
壁
仁
研
究
』
第
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
十
二

月
）、
三
五
七
―
四
三
一
頁
。

（
２
）『
教
科
書
掲
載
作
品

―
小
・
中
学
校
編
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
３
）
真
壁
仁
「
峠
」、『
日
本
の
湿
っ
た
風
土
に
つ
い
て
』（
昭
森
社
、
一
九
五
八
年
）、

四
三
―
四
五
頁
。

（
４
）
真
壁
仁
「
ペ
ク
ト
ウ
の
峰
」、『
地
下
水
』
第
十
四
号
（
一
九
七
二
年
三
月
）、
三
頁
。

（
５
）
同
右
、
二
―
三
頁
。

（
６
）
真
壁
仁
「
チ
ョ
ソ
ン
の
旅
（
三
）」、『
山
形
新
聞
』
一
九
七
二
年
五
月
二
十
六
日
。

（
７
）
真
壁
仁
「
チ
ョ
ソ
ン
の
旅
（
一
）」、『
山
形
新
聞
』
一
九
七
二
年
五
月
二
十
二
日
。

（
８
）関
貴
星『
楽
園
の
夢
破
れ
て
―
―
北
朝
鮮
の
真
相
』（
全
貌
社
、一
九
六
二
年
）、六
八
頁
。

（
９
）
寺
尾
五
郎
『
38
度
線
の
北
』（
新
日
本
出
版
社
、
一
九
五
九
年
）、
六
八
―
七
一
頁
。

（
10
）
真
壁
仁
「
チ
ョ
ソ
ン
の
旅
（
一
）」「
同
（
三
）」、『
山
形
新
聞
』
一
九
七
二
年
五
月

二
十
二
・
二
十
六
日
。

（
11
）
結
城
哀
草
果
「
祝
還
暦
」、『
万
寿
無
疆
』（
朝
鮮
画
報
社
、
一
九
七
二
年
）、
七
九
―

八
三
頁
。

（
12
）
江
間
章
子
「
金
日
成
首
相
は
地
球
の
上
の
と
も
し
び
」、『
万
寿
無
疆
』（
朝
鮮
画
報
社
、

一
九
七
二
年
）、
一
二
九
―
一
三
〇
頁
。

（
13
）
真
壁
仁
「
チ
ョ
ソ
ン
の
旅
（
一
）」、『
山
形
新
聞
』
一
九
七
二
年
五
月
二
十
二
日
。

（
14
）
同
右
。

（
15
）
村
岡
博
人
「
近
く
て
遠
い
国 

―
ま
え
が
き
に
か
え
て
―
」、『
北
朝
鮮
の
記
録
』（
新

読
書
社
、
一
九
六
〇
年
）、
一
一
―
一
二
頁
。

（
16
）
吉
本
隆
明
「
前
世
代
の
詩
人
た
ち
」、『
詩
学
』
第
十
巻
第
十
三
号
（
一
九
五
五
年

十
一
月
）、
一
八
―
二
六
頁
。

― 

に
し
は
ら
・
だ
い
す
け
、
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授  

―




